
確
定
申
告
は
自
分
で
作
成 

正
し
く 

お
早
め
に　

    

■ 

住
民
課
税
務
係　

内
線
２
６
２・
２
６
３

　

平
成
30
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時

期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
税
制
改
正
な

ど
に
よ
っ
て
、
税
の
し
く
み
も
毎
年
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

税
の
し
く
み
に
関
心
を
持
ち
、
申
告
忘

れ
や
不
利
益
な
申
告
と
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

申
告
受
付
期
間

　

平
成
30
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談

受
付
は
２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月
15
日

（
金
）ま
で
で
す
。

　

申
告
の
必
要
が
あ
る
人
や
申
告
の
日
程

や
会
場
な
ど
は
、
１
月
15
日
号
お
し
ら
せ

版
と
一
緒
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
「
水
色
の

チ
ラ
シ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
限
間
近
、
税
務
署
は
込
み
合
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
ご
自

身
で
作
成
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

非
課
税
所
得
の
み
の
人
、
前
年
中
に
全

く
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
を
し

な
い
と
税
務
関
係
の
証
明
や
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
保
育
料
や
町

営
住
宅
家
賃
な
ど
の
算
定
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

確
定
申
告
書
は
自
分
で
作
成

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
自
宅
な
ど
で
確
定
申
告
書
の
作
成

が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
書
は
、
書
面
を

印
刷
し
て
送
付
す
る
か
、
ま
た
は
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
で
の
送
信
（
事
前
準
備
が
必
要
）
の

い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
の
操
作
な
ど
に
関
す
る
問
合
せ

は
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
」
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

☎
０
５
７
０
（
０
１
）
５
９
０
１

　
（
月
〜
金
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

　

確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は

【
本
人
確
認
に
使
用
す
る
書
類
の
例
】

例
１　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
確
認
と
身
元
確
認
）

例
２　

 

通
知
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確

認
）＋
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
な
ど
（
身
元
確

認
）

※
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の

本
人
確
認
書
類
の
提
示
や
写
し
の
提
出

は
不
要
で
す
。

★
富
岡
税
務
署
長
賞

　

 「
中
学
生
の
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て

の
位
置
」

　

鈴
木
瑠
晟
（
３
年
）

★
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
長
賞

　
「
税
金
の
使
い
み
ち
と
は
」

　

丸
山
葉
南
（
３
年
）

★
富
岡
間
税
会
長
賞

　
「
税
金
の
有
り
難
さ
」

　

金
井
怜
奈
（
３
年
）

★
甘
楽
町
長
賞

　
「
命
と
税
」

　

井
上
美
咲
（
３
年
）

　
「
税
金
へ
の
感
謝
」

　

山
﨑
隆
翔
（
３
年
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
）
の
記
載
が

必
要
で
す
！

任　期　平成31年１月１日から３年間

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の人で地域の
中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守る役
割を担っています。全国の各市町村に配置され、人権相談
などの活動を行う一番身近な相談相手です。

小澤睦代さん
（再任・白倉）

紹 し すま介

森田　稔さん
（新任・善慶寺）

人権擁護委員

申
告
期
限
は
３
／
15（
金
）で
す

本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
！

早
め
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文

入
賞
者 

（
敬
称
略
）

町政の動き
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群
馬
県
は
、
県
土
の
３
分
の
２
を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

豊
か
な
水
を
育
み
、
ま
た
災
害
を
防
止
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林
は
、
県
民
共

有
の
財
産
で
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
大
切
な
森
林
を
守
り
育
て
、
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
導
入
し
て
い
る

「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
（
通
称
）」
の
課
税
期
間
を
５
年
間
延
長

し
ま
す
。

区　分 個　人 法　人

課税の方法 個人の県民税均等割、法人の県民税均等割に一定額を上乗せします

納める人

県内に住所がある人、事務所または家屋敷
などを持っている人（前年の所得金額が基
準を下回るなど、一定の条件を満たす人は
非課税）

県内に事務所・事業所または寮などを持ってい
る法人など

年間の
納税額（率） 年間700円

資本金などの額により年間1,400円～56,000円
（県民税均等割の税額の７％相当額）

納税の方法 個人の県民税として、個人の住民税と併せ
て町に納税していただきます

法人の県民税として、従来の申告書により、直
接県に申告納付していただきます

課税期間 2023年度課税（2022年所得分）まで 2024年３月31日までに終了する事業年度分まで

税収見込み額 約８．５億円（個人約６．８億円、法人約１．７億円）

〇税の使い道など森林保全に関すること
群馬県環境森林部林政課

☎027（226）3278　FAX027（223）0154

〇税のしくみに関すること
群馬県総務部税務課

☎027（226）3771　FAX027（221）8096

ぐんま緑の県民税のしくみ

東京2020オリンピック・
　　　　パラリンピック フラッグツアー
　全国を巡回している「東京2020オリンピック・パラリンピック 
フラッグツアー」（主催 東京都／東京2020組織委員会／JOC／
JPC）が12月26日に甘楽町に到着し、27日までの２日間、役場本
庁舎ロビーで同フラッグや大会関連パネルが展示されました。
　この貴重な機会に多くの人が訪れ、東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会に向けて盛り上げました。

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
の
課
税
期
間
を
５
年
間
延
長
し
ま
す　

    

ぐんま緑の県民税で整備した
町総合公園西側の山林

▼ぐんま緑の県民税の使い道
・奥山などの条件不利な森林を整備し、森林の持つ公益的機
能の維持・増進を図る「水源地域等の森林整備」

・森林の大切さなどへの理解促進を図る「ボランティア活動・
森林環境教育の推進」

・里山・竹林、平地林の整備など地域の実情に合った、きめ細
かな取り組みを実施する ｢市町村提案型事業｣ など

整備前整備後

フラッグを間近で見たいと訪れた来庁者

町政の動き
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国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保
険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る
「
前
納
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
に
よ
り
６
カ
月
分
・
１
年
分
・
２
年
分
の
保
険
料
を

前
納
す
る
と
、
現
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
前
納
す
る
場
合
よ
り
も
割
引
額
が
高

い
の
で
さ
ら
に
お
得
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
お
得
で
す

※２月末日までに年金事務所へ提出のため役場での手続きは２月中旬までになります。
　10月～翌年３月分の６カ月前納は８月末日が申込期限です。

６カ月分の保険料を口座振替で前納すると 1,110円割引

６カ月分の保険料をクレジットカードで前納すると 800円割引

１年分の保険料を口座振替で前納すると 4,110円割引

１年分の保険料をクレジットカードで前納すると 3,480円割引

２年分の保険料を口座振替で前納すると 15,650円割引

２年分の保険料をクレジットカードで前納すると 14,420円割引

※掲載の保険料割引額は、来年度割引額が未定のため30年度割引額を
　元にした目安額です。

★毎月納付と比べてこれだけ割引に　
■
問
合
せ
先

　
　

高
崎
年
金
事
務
所
（
代
表
）

　
　

☎
0
２
７
（
３
２
２
）
４
２
９
９

納付方法 申込期限 申込先 手続きに必要なもの

口座振替に
よる前納

２月末日 役場窓口
年金事務所

　預貯金通帳
　預貯金通帳届出印
　基礎年金番号のわかるもの（年金手帳など）

クレジット
カードによ
る前納

　クレジットカード
　基礎年金番号のわかるもの（年金手帳など）
※割引額は現金納付と同額になります。
※ 申込書には、カード名義人の氏名を自署
する欄があります。
※ カード名義人が本人・配偶者以外の場合
には「同意書」が必要になります。

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

ふるさとづくり寄附金
敬称略・公表希望の方のみ掲載しています。１月21日入金確認まで掲載。総合計218,050,836円

●●●  善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします  ●●●

　⑥ 教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業
累計合計  337人　22,326,123円

氏　　　名 金　額
設楽洋子（高崎市） 30,000円

　① 歴史を生かしたまちづくりに関する事業
累計合計  293人　14,350,000円

　⑧ その他目的達成のために町民が必要と認めた事業
累計合計  582人　83,376,772円

　③ 健康増進および福祉の向上に関する事業
累計合計  216人　24,027,676円

氏　　　名 金　額
設楽昌博（高崎市） 70,000円

　⑤ 産業の振興に関する事業
累計合計  135人　10,468,689円

氏　　　名 金　額
長岡勝美（神奈川県川崎市） 100,000円　② 自然環境の保全に関する事業

累計合計  333人　16,540,555円

　⑦ 住民参加のまちづくりに関する事業
累計合計  1,244人　37,726,021円　④ 子育て支援に関する事業

累計合計  93人　9,235,000円
氏　　　名 金　額

長岡静江（神奈川県川崎市） 100,000円

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ  

■ 

住
民
課
住
民
係　

内
線
２
６
４
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制
度
改
正
の
対
象
と
な
る
人

・
高
齢
重
度
心
身
障
害
者
の
人

・
重
度
心
身
障
害
者
の
人

※
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
ピ

ン
ク
の
券
）
の
公
費
負
担
者
番
号

が
「
７
７
１
０
０
７
８
２
」
ま
た
は

「
７
０
１
０
０
７
８
９
」
と
な
っ
て
い

る
人

 

制
度
改
正
の
理
由

　

医
療
費
が
増
え
続
け
る
状
況
の
中
、
福

祉
医
療
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
制
度
と
し
て
安
定
的
に
運
営
し
て
い

く
た
め
、
ま
た
、
在
宅
で
の
療
養
を
進
め

て
い
く
中
、
入
院
し
て
い
る
人
と
在
宅
で

療
養
し
て
い
る
人
と
の
食
事
代
の
公
平
性

を
図
る
た
め
、制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 

変
更
点

こ
れ
ま
で
入
院
時
食
事
療
養
費
の
自
己

負
担
分
を
全
て
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
４
月
か
ら
、
受
診
時
に
窓
口
で
減
額

認
定
証
を
提
示
し
た
人
の
み
が
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
も
、
受

診
時
に
提
示
さ
れ
な
い
と
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
医
療
費
部
分
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
助

成
さ
れ
ま
す
。

 

入
院
時
食
事
療
養
費
と
は

　
病
院
に
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
の
定

額
負
担
の
こ
と
で
、
医
療
保
険
で
給
付
さ

れ
る
部
分
と
、
自
己
負
担
す
る
部
分(

食

材
費
・
調
理
費
相
当
分)

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
自
己
負
担

部
分
を
入
院
時
食

事
療
養
費
標
準
負

担
額
と
い
い
ま
す
。

制
度
改
正
ま
で
は

医
療
費
に
加
え
て
、

こ
の
入
院
時
食
事

療
養
費
標
準
負
担

額
部
分
も
全
て
受

給
者
に
助
成
を
し

て
い
ま
し
た
。

 

減
額
認
定
証
と
は

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
入
院
時
に
支
払
う
食
事
療
養
費
の

自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る
も
の
で
、
主

に
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

発
行
に
つ
い
て
は
各
医
療
保
険
（
国
保
、

後
期
、
健
康
保
険
な
ど
）
で
課
税
状
況
な

ど
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
加
入

の
保
険
者
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
４
月
か
ら
、福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
高
齢
重
度
心
身
障

害
者
・
重
度
心
身
障
害
者
の
人
が
入
院
時
食
事
療
養
費
に
つ
い
て
自
己
負
担
額
の

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、医
療
機
関
で
の
受
診
時
に
窓
口
で「
減
額
認
定
証
」の

提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

医療保険で給
付される部分
１８０円

自己負担する部分（入院
時食事療養費標準負担
額）４６０円

【参考】入院時食事療養費のしくみ
（例）所得区分が「一般」の人の場合

↑食材費・調理費相当額

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の

高
齢
重
度
心
身
障
害
者
・
重
度
心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

福
祉
医
療
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す 

■ 

に
こ
に
こ
甘
楽
☎（
６
７
）７
６
５
５　

健
康
課
国
保
係　

内
線
６
１
１

公費負担者番号
「77100782」
「70100789」
の人が入院時食事
療養費の助成を受
けるときは「減額認
定証」の申請手続
きをしてください

●熊井戸工業株式会社（高崎市）
　事業の趣旨に賛同し、300,000円を寄附されました。

企業版ふるさと納税

善意に深く感謝し、
　　　広く皆さんにお知らせします

「甘楽みんなで子育てプロジェクト」甘楽町多世代
サポートセンター整備・運営事業

号号号

町政の動き
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富
岡
地
域
医
療
企
業
団
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

救
急
医
療
に
つ
い
て

　

公
立
富
岡
総
合
病
院
は
二
次
救
急
医
療

機
関
と
し
て
、
入
院
を
必
要
と
す
る
な
ど

緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
を
24
時
間
体
制

で
受
け
入
れ
て
お
り
、
救
急
患
者
受
入
数

は
県
内
最
多
で
す
。
し
か
し
、
夜
間
救
急

を
担
当
す
る
医
師
は
、
内
科
系
１
人
、
外

科
系
１
人
で
す
。
夜
間
・
休
日
の
救
急
外

来
で
は
、
緊
急
性
の
高
く
な
い
患
者
さ
ん

も
受
診
さ
れ
る
た
め
、
本
来
の
目
的
で
あ

る
重
症
患
者
さ
ん
へ
の
迅
速
な
対
応
に
支

障
を
き
た
し
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

　
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
事
故

に
遭
い
、
大
け
が
を
し
て
病
院
に
運
ば
れ

る
と
き
、「
近
く
の
公
立
富
岡
総
合
病
院
は

患
者
が
い
っ
ぱ
い
な
の
で
、
圏
外
の
病
院

に
搬
送
し
ま
す
」
と
救
急
隊
員
か
ら
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
ら
。

　

本
当
に
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
医
療

を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
救
急

医
療
に
対
す
る
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

緊
急
を
除
き
、
時
間
内
の
受
診
を

　

救
急
医
療
は
単
な
る
時
間
外
診
療
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
急
病
時
の
た
め
の
も

の
で
す
。
ま
た
、
通
常
診
療
時
間
内
の
診

療
行
為
と
違
い
、
治
療
は
応
急
処
置
に
限

ら
れ
、
検
査
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
処

方
さ
れ
る
薬
も
救
急
で
は
必
要
最
小
限
の

量
に
な
り
ま
す
。
専
門
的
な
治
療
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
昼
間
の
診
療
時
間
内
の

受
診
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

も
し
も
の
と
き
の
医
療
を
守
る
た
め
、

医
療
機
関
へ
受
診
す
る
と
き
は
「
昼
間
の

診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
」「
本
当
に
必
要

な
と
き
に
救
急
医
療
機
関
を
利
用
す
る
」

「
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
」
こ
と
を
普
段

か
ら
心
掛
け
、
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
自
分
の
都
合
を
優
先
し
た
受
診
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

時
間
外
に
お
け
る
負
担
金
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
入
院
を
必
要
と
す
る
よ
う

な
重
症
の
患
者
さ
ん
や
、
緊
急
の
処
置
や

対
応
が
必
要
な
患
者
さ
ん
以
外
の
人
に
は
、

通
常
の
診
療
費
と
は
別
に
時
間
外
選
定
療

養
費(
保
険
外
負
担
金)

を
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
外
選

定
療
養
費
は
、
緊
急
の
受
診
の
必
要
の
な

い
時
間
外
診
察
を
受
け
た
場
合
の
保
険
外

負
担
金
で
、
既
に
県
内
の
多
く
の
救
急
病

院
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
間
外
受
診
に
お
け
る
負
担
金
に
つ
い

て
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

時
間
外
選
定
療
養
費
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

３
，
２
４
０
円

（
３
，
０
０
０
円
＋
消
費
税
）

▼
平
日
…
午
後
５
時
15
分
〜
翌
日
の
午
前

８
時
30
分

▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
…
終

日
▼
診
察
後
、
入
院
（
転
院
）
と
な
っ
た
場

合
▼
緊
急
を
要
し
、
当
日
他
院
か
ら
書
面
で

紹
介
さ
れ
た
場
合

▼
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

▼
福
祉
医
療
対
象
者
（
母
子
・
父
子
家
庭
、

重
度
心
身
障
害
者
）

▼
生
活
保
護
受
給
者　

な
ど

■
問
合
せ
先　

公
立
富
岡
総
合
病
院　

医
療
情
報
課
受
付
係　

☎（
６
３
）２
１
１
１

「
時時
間間
外外外
選選選
定定定
療療
養養養
費費費
」徴徴
収
開
始
の
お
知
ら
せ

◎休日の当番医や救急病
院の情報を提供します。
（24時間対応）

救救救
急急急
医医医
療療療
ににに
つつつ
いいい
ててて

時時
間間
外外
にに
おお
けけ
る
負負
担担
金金
にに
つつ
いい
てて

緊緊緊
急急急
をを
除除除
きき
、、
時時
間間
内内
のの
受受
診診診
をを

０２７４（６４）００９９

富岡救急病院等案内
テレホンサービス

免
除
と
な
る
場
合

徴
収
対
象
時
間

徴
収
開
始
日

徴
収
金
額

小児救急電話相談
＃８０００

※携帯電話からも利用できます
※相談は無料ですが、通話料は利用者
の負担となります
◎お子さんの急な発熱、嘔吐、腹痛な
どで、医療機関を受診すべきか迷った
ときなど、お気軽にお電話ください。
相談日時
月～土曜日：午後６時～翌日午前８時
日曜日、祝日、年末年始：午前８時～
　　　　　　　　　　　翌日午前８時
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